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モロショｰジュヌイ石綿鉱床

岸本文男(鉱床部)

FumioKIs亘IM0TO

シベリア開発と目ソ経済協力の協議のなかで1979年

の9月にソビエト側から一つの新しい案として石綿鉱

床共同開発案か提起された･その鉱床の名はモロショ

ｰジュヌイ(正しくはマラジョｰジュヌイMo1odyozhny)と

言う｡“若者の"の意である.

この鉱床の目ソ共同開発のゆくえは何とたくさえな

い.どのよう荏鉱床か紹介されないまま案カミ消え

そうである.

rまたウトカン銅鉱床の二の無か｣という思いがする

し与えられた業務上の任務からしても解説しないのは

気がひける.せめてこの鉱床の大まかな紹介だげはし

ておくべきだと考えて原稿用紙をとりだした次第であ

る.

鉱床の位置

この鉱床はブリャｰト自治共和国のバｰウント地区に

ある(第1図).その位置はムｰヤ川盆地のアニョｰ川

右岸側支流ジャｰジヌイ川の上流南ムｰヤ山脈の北

側斜面に当りウランウデｰ市から直距およそ700km

チタ市から直距およそ500kmである･バイカルｰアム

ｰル幹線鉄道いわゆるバｰム鉄道にモロショｰジュヌ

イ駅がある.まだ鉄道は建設中で同駅の駅舎も未完

成であるがこの駅がモロショｰジュヌィ石綿鉱床の開

発を前提に計画されたものであることはいうまでもない.

鉱床付近は比高400-600mも深くきりこまれた谷のあ

る山地で鉱床が拡がるところは標高1,400-1,650mの

範囲である.

沿革

この鉱床を発見したのはマルイシェフ(んんMALYs醐v)

というブリャｰト地質調査所の地質技師である･それ

は彼が図幅調査のために同地に入って間もなくのこと

であった.

彼の提言にもとづいて1958-1959年にブリャｰト地

質調査所は現地にガムチャン(A.A.GAMc亘YAN)を派遣

してさらに詳しい地質図の作製調査を行わせた.

これらの調査研究によってジャｰジヌィ川上流の石綿

鉱の露頭がきわめて有望と評価されモロショｰジュ

ヌィ鉱床と名づけられた.

1960年に入るとブリャｰト地質調査所でムｰヤ調査

班カミ編成されそれカミこの鉱床地区に入って精密地質調

査を開始し1965年に一応それを終えた.自然条件が
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第1図

モロショｰジュヌィ石綿鉱床

位置図�
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第2図

モロショｰジュヌィ趨塩基性岩山塊付近の地質

(原図:M.Ye.Zamashchikovetal.,1965)

1一沖積層･崖錐層(第四系)

2一メリャン層結晶片岩(Pt｡)

3一がんらん岩,ダナイト

4一滑石一炭酸塩岩

5一滑石化蛇紋岩

6一石綿細脈を伴う蛇紋岩

7一綱脈網状石綿脈を胚胎する蛇紋岩

8一大脈網状石綿脈を胚胎する蛇紋岩

9一変質縁を伴う準単成石綿脈を胚胎した蛇紋岩

10一片状蛇紋岩

11一試錐

12一通洞坑

13一深鉱坑道

14一ケリャン層結晶片岩の傾斜

きびしいところではあるが班長コソフ(V.A.Kosov)

のもとラスコフ(N.M.RAsK0v)らはソビエトの通例

としては比較的短かい期間に試錐も含めた精密調査を

行ったわけである.またこの鉱床に対する探査･開

発の方法の検討をめざしてアルテモフ(V.R.ARTEM0y)

らのグルｰプカミ1963年の夏に現地を訪れている.

この鉱床についての詳しい報告書カミ1966年にブリャｰ

ト地質調査所に提出された･執筆者はムｰヤ調査班の

現場責任者と室内研究責任者であるザマシチコワ(M.

Ye.ZAMAsHcEIK0vA)とバシタ(K.G.BAs正ITA)であっ

た.この報告書そのものは公表されていないがタタ

リノフ(P.M･TATARIN0v)らカミその大作“ソ連の石綿鉱

床"(1967)にかなりの紙数をさいて引用している.

それを資料としてまとめなおしたのがこの一文であ

る.

鉱床地区の地質と地質構造

モロショｰジュヌィ鉱床の鉱体はす柱わち倉石綿超

塩基性岩である･鉱床地区の地質はしたがって超塩

基性岩カミ主体となる.

さてこの超塩基性岩山塊は配列がNW-SE走向の

広域構造帯(ケリャン構造帯)に規制されそして原生界

中部系の噴出岩一堆積岩起源の変成岩層をきり始生界

のムｰヤ地塊東縁の深部裂かに貫入した形である.

広くみれぱ超塩基性岩の層状岩体･レンズ状岩体群

がケリャン構造帯にそって150k狐以上も断続しア

ニョｰ一ケリャン超塩基性岩帯を形づくっているがそ

の中心部が南ムｰヤ山脈でそこにモロショｰジュヌィ

とユｰク･ザｰパトの二つの超塩基性岩山塊がありそ

れぞれ小さな超塩基性岩体を伴いまた北には北ムｰヤ

山脈カミあってそこにウスチ･ケリャンとパラムの二つ

の超塩基性岩山塊があってこれまたそれぞれ衛星のよ

うな小超塩基性岩体を随伴している･

このアニョｰ一ケリャン超塩基性岩帯の超塩基性岩の

年代についての見解は人によってかなり違うカミ北

ムｰヤ山脈の二つの超塩基性岩山塊は原生代の前期か後

期南ムｰヤ山脈の場合は古生代前期とする説カミまず有

力である.

モロショｰジコ､ヌイ超塩基性岩山塊(第2図)はケリャ

ン結晶片岩層をきっている.ケリャン結晶片岩層は

走向NW-SEの線状摺曲を形づくっているカ書モロショ

ｰジュヌィ超塩基性岩山塊もNW-SE方向に伸び延

長が5kmをこえ幅カミ数10mから530mで層状貫入体

の形をとりケリャン結晶片岩層と整合的に分布する.

この超塩基性岩山塊の南西側境界面は南西に55-75｡傾

斜し北東側境界面は北東に75-90｡傾斜している.

モロショｰジュヌィ超塩基性岩山塊は同じケリャン構

造帯内に11体のほぼ平行した超塩基性岩の小岩体を随�
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件する･この小岩体は延長が最大のもので800m幅は

1mから120mまでで'モロショｰジュヌィ山塊の北酉

部分近く最小200mほどの距離をおいて配列しオフ

ァイトと菱苦土岩を伴ったアンチゴライト蛇紋岩などで

構成されている.

さてこのモロショｰジュヌィ山塊の超塩基性岩の構

成であるがそれは主としてノ･ノレツバｰシャイトを原岩

とした蛇紋岩でノ･ルツバｰシャイトは比較的大きな心

核として残っており35-65%カミかんらん石10-30%

が斜方輝石0.5-3%が単斜輝石O.1-1.8%がクロム

尖晶石でさらに蛇紋石磁鉄鉱などがみられる.

ダナイトとダナイト起源の蛇紋岩もあって主に山塊

の中央部に厚さ0.3-5m延長最大110m傾斜SE40-

55｡のレンズ状岩体として分布するがこれは超塩基性

岩総量のおよそ10%を占めるにすぎない.このダナイ

トの鉱物組成はかんらん石(1〔←70%)クロム尖晶石

族(1-7%)磁鉄鉱(1-2%)頑火輝石(0.5-1%)蛇

紋石･ブルｰサイト(10-30%)から校る.このダナイ

トと前記ノ･ルツバｰシャイトの境界は漸移的であるが

しかし比較的鮮明である.

鉱床付近のノ･ルツバｰシャイトとダナイトのMg/Fe

比は7.2-11.3である一したがってこれらの岩石は

初成超塩基性岩マグマから生じたものということに狂る.

そして滑石化･炭酸塩化･リストベナイト化現象がか

なり広く発達しとくに石綿鉱床の北西方でいちじるし

くそこでは滑石質岩滑石一炭酸塩質岩と同質片岩カミ

みられる.

鉱床

モロショｰジュヌィ鉱床はモロショｰジュヌィ超塩基

性岩山塊の中央岩体のもっとも厚いところにあってそ

の上面の形は幅300-460m長さ700mの楕円形を示し

母岩の超塩基性岩体の伸びの方向と同じ方向に伸びてい

る.そして鉱床の北西部分はジャｰジヌィ谷の斜面

にあって露出カミ非常によいが南東部分はその谷の下

手にあって厚さ5-43mの第四系に被覆されている.

鉱床は温石綿の鉱床でその中心部から縁辺部に向っ

てそれぞれ石綿の産状が異なった同心帯の黒帯構造を備

えている.'その黒帯構造とは変質縁を伴たう準単成

石綿脈帯一大脈網状石綿脈帯一細脈網状石綿脈帯一石綿

欠落帯というものである･適切な帯名称ではないカミ

我が国にはこれに相当する定語がたいので図をみて実

像を理解していただきたい.鉱床の中心部はまぱら

に“変質縁を伴放う準単成石綿脈"を胚胎したハルツバ
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第3図第2坑坑内の変質縁を伴う準単成石綿脈帯の

部分的スケッチ(坑口より18-24m)

(原図1P.M.Tatarinov,1967)

1一がんらん岩2一準単成温石綿脈

3一蛇紋岩4一ヒり肌画

数字一分子は脈の厚さ(mm)

分母は石綿繊維の長さ(血m)

一シャイトで構成されている.この部分(心核部分)は鉱

床全体をみた場合と同じ延長方向と傾斜方向をとってお

り延長は約400m横断面は100m×120m-330mx270

mである.なおこの心核部分は地表に全く露出して

いない.

1)変質縁を伴なう準単成祖綿脈帯

これは前述の心核に接した脈帯でいわゆるクリソタ

イルアスベスト(温石綿)からなる厚さ50-70mm最

大220mmの石綿脈の脈群で構成され両側が塊状の蛇

紋岩母岩はかんらん岩である.この帯の石綿脈は蛇

紋岩化変質縁というべきr変質帯｣を伴なうのカミ特徴で

その脈と派との間隔(1帝のr変質帯｣の中に何本の脈があ

ってもこれを1派として取り扱った場合の間隔)は0.5-10

m平均1.5-2.5mで1脈の走向延長は15-25mで

ある(第3図)･この準単成育綿脈帯の幅は45-90m

地表下25〔ト300mまで続いている.

この石綿脈帯は大量の石綿布用の繊維が存在するとい

う特徴を備えこの帯中の石綿総量のほぼ半分がそうで

ある.その繊緯の長さは最大120mmである.なお

石綿の平均含有率(%)は表1の通りである.

前述のノ･ルツバｰシャイトからなる心核の中心部に�
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表1変質縁を伴う準単成石綿脈帯の石綿平均含有率(%)

阿

修正係数使用値0,790,530,410,622.35

無修正値O.440･340･260･371.41

������������

�����㈵������

向ってこの準単成石綿脈群の脈数･脈幅は減少し脈

間の間隔は広くなり(10-15m)したカミって石綿含有率

は低くなり稼行価値がなくなる.たとえばAK-M

級の平均含有率カミ0.88%AK一皿級の場合カミ0-14%に

下カミっている.

逆に大脈網状石綿脈帯に向っては石綿の産状がよ

くたり脈間の間隔が0･5-1mに縮まり個々の脈幅は

薄くなり配列も複雑化し脈の延長も個々には短かく

なるが脈数は多くたりそして大脈網状石綿脈帯に漸

移する.
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2)大脈網状;百綿脈帯

このタイプは第4図に示したようにさまざま放交

肋〃7棚榊棚伽m

回1囲2慶覇3屋中区巫巨ヨ8

第4図第2坑坑内の“大脈網状石綿脈帯"の部分的スケッチ

(坑口より!75-181皿)

(原図:P.M.Tatarinov,1967)

1一がんらん岩2一単成温石綿脈

3一複成温石綿脈

4一オファイト微理を伴った裂か

5一蛇紋岩6一裂か

数字一分子は脈幅(m㎜)

分母は石綿繊維の長さ(mm)

角でつながり合って蛇紋岩中に特異な網状体をつくる

石綿脈群である.ときには脈と脈の中間にかんらん岩

カミ残っていることがありその場合のかんらん岩の直径

はほとんどが30-50cmである.石綿脈の幅は数mm

から40-50m㎜でこの石綿脈帯の場合も大量の石綿布

用繊維の石綿カミ存在する.

この石綿脈帯を構成する石綿脈はいわゆる複成脈を形

づくり多くは幅2-4mmから15-20㎜mの平行に近い

脈の脈系の集合体で1脈系の幅は5-30cmその中の

脈間の間隔は0.5-0.6c血から1-2c皿である.

石綿含有率は表2の通りでこの石綿脈帯はか怒り高

品位である.

大脈網状石綿脈帯の厚さは25mから最大12手mであ

る.

3)細脈網状;百綿脈帯

鉱床の縁部に向って大脈網状石綿脈帯は次第に細脈

網状石綿脈帯に移り変わる.細脈網状石綿脈帯では

幅1mmから15m㎜(まれには80-90m血)のさまざまな

走向･傾斜を示す石綿脈が5cm×10c㎜10cm×20cm

あるいは20c血×30c㎜といった大きさの直角形菱形

楕円形の密な格子網をつくっている(第5図).

この石綿脈帯は複成石綿脈だけでなくまれながら幅

≦3-4m㎜の平行脈からなる脈系(幅8-15cm)を胚胎す

ることもある･石綿脈帯としては厚さが5-10mか

ら最大175㎜である.

この;細脈網状石綿脈帯の平均石綿含有率は表3の通り

で大脈網状石綿脈帯の場合よりも低い.

このタイプの石綿脈帯は微脈網状石綿脈帯に急激に移

り変わる.その微脈網状石綿脈帯とはさまざまな方

向の石綿の微脈がきれぎれに多少均等に蛇紋岩中に生

成･分布するところである･その微脈の幅はO.1m㎜

弱から3-4mm平均1-1･5mmで微脈間の間隔は3

-8mmときには15-25伽mの部分もみられる.こ

の微脈網状石綿脈帯の幅は20-30mから150-170mで

平均石綿含有率は0･52-O･84%(主としてソ連工業規格M

級のもの)である.もちろんこの石綿脈帯は稼行にだ�
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表2大脈網状石綿脈帯の石綿平均含有率

ぷ規格･･1

＼

皿AK一皿

1VVMAK-VIWAK-V皿

修正係数使用値い･･l/小･…〕･･

…卜･い･･････････…

⊥

表3細脈網状石綿脈帯の平均石綿含有率

AK皿皿AK一皿
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第5図第2坑坑内の“細脈網状石綿脈帯"の部分的スケッチ

(坑口から256-261m)

(原図:P.M.Tatarinov,1967)

凡例は第4図と同じ.

えない｡この石綿脈帯の一つの特徴は帯の中央部に

磁鉄鉱カミ密に鉱染した多最のオファイト脈が発達するこ

とであり変ダナイト質蛇紋岩が存在することである.

本鉱床の上記脈帯群の東端から東30-50mの付近には

低品位網状細脈型の石綿脈を伴ったレンズ状蛇紋岩が散

在し幅40-100m南北に700m前後伸びている.こ

の部分では石綿脈(幅5-8mmときに20-30mm)が

3cmx5c㎜から20cm×30cmのグリッドの粗な網状体を

形づくり石綿の平均含有率は主に後記規格V種とM種

のものが3.5%前後である.

鉱床全体の平均石綿含有率は表4の通りである.

鉱;百と;百綿の品質

モロショｰジュヌィ石綿鉱床の鉱石試料の分析や品質

試験は1963年から始められた.その試料の採取は大が

かり狂もので試掘坑中の鉱体の壁面を15m×2m×O.5

mきりとるなど1個の試料は少なくとも5t大きいも

のは62tをこえた･その試験の結果は表5の通りであ

る.

この表でみると鉱石試験の結果は変質縁を伴う準

表4鉱床全体の平均石綿含有率

璽

修正係数使用値O.380,310.44

無修正値O.190,170,22

��㈬ℵ

����

1･192,044.7310,112.7212,83

0･841･453,366,742,729.46�
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単成石綿脈帯と大脈網状石綿脈帯の鉱石の石綿織緯含有

率が非常に高いという地質調査結果とよく一致している･

ソビエトに数ある石綿鉱床でこのような一致が得られ

ているものはほかにはない.

1964-1965年に水平坑による試掘カミ行われたときの出

表5モロショｰジュヌィ石綿鉱床の鉱石試験の結果

諸元

試料

･･1

･･i･･1･･i･･

試料の重さ(t)25-55314.1505-oo060,9762.84

低品位鉱処理分24,630

���㌀

地質的規格品含有率(%)

����㌹�㈵

��ぴ����㌷

10･32〃0,660･52

皿0-420.09tr.0,390.85

����㌴�〰����㌀

嘱�����㈸����

噉��㈭���㈰����

�������������

V皿2,744,070,333

AK-V皿11,298-930.52

鉱石中の測定室内

石綿含有率(%)8･44･860･225･928-85

計算修正係数(%)1,181,261,131.1g

ふるい上(%)

第1箱35.6213.47

第2箱7.0321.5517.59

第3箱15,330.5547.30

商品規格g.85,626.1810.18

石綿実収量含有率(%)

商品規格

石綿実収量比率(%)

節;l16卜･･λ16

�������

㈱���〳��㌀

㌱��������㌹

��㈷����〰���

�����㈱��㌲��

��㈸��㌱�����

A旺一6100.00100.00100.00100.00

製品平均含塵率(%)4･51,863.62

石綿回収率(%)93,585,590.5393.30

尾鉱の石綿含有率(%)0,310.39

*1一変質縁を伴う準単成石綿脈帯

2一大脈網状石綿脈帯

3一綱脈網状石綿脈帯

4一試掘坑内一個所の壁面から大きく切りとったもの

5一試掘坑内11個所の10mおき採取試料

鉱(塊鉱48.8t)がウラル石綿コンビナｰト第4工場

で工業化テストにかけられた･そのテスト結果の一部

が表6である.なおこの表に世界最大の石綿鉱生

産量を誇るバジェノボ鉱山(ウラノレ地方)の場合が参考の

ために加えられている.

AK種石綿実収率カミバジェノボ鉱床よりもかなり低い

のは石綿織緯の不整や試験法の一部省賂によるものと

説明されている.磁鉄鉱オファイト母岩破片と

いった有害爽雑物の含有率はいずれも同じ｡ようなもので

あるという.

上記の工業化試験で精製されたAK種石綿4.55tを

使って石綿織緯研究所モスクワ工場で製品化試験が行

われた.

テスト石綿を加工するに先だって肉眼では見えない

第6図

表6

ニコライ･コンドラチェンコ

(“今日のソ連邦"誌,1981,No.4)

モロショｰジュヌィ鉱床産およびバジェノボ鉱床産

石綿鉱塊鉱の工業化処理結果(!965年)

､

モ員ジ嚢一ジュヌイ

鉱床

処理塊鉱量(t)

石綿塊鉱(%)

節第王箱上残留(%)

AK穣石綿実収量(t)

A瓜種孤綿実収率(%)

��

��

��

㌴�

��

バジェノボ

鉱床

㌸��

��

��

㈸��

���
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表7モロショｰジュヌィ鉱床産石綿製の単紡石綿糸の

物理的･機械的性質指標

指標

奡浮畭�爀

�敖��卓慴

theyarnnu正nber(%)

却�湧���

�敖��卡�

������┩

兵���慣瑯爀

呷�琱�っ�

�湧���木┩

���杯��〰獰浤��

�潮��爀

単紡糸

試験糸①1試験糸②

測定数

奡���敲�������

�敖��卓慴��

theyamnu皿ber(%)�4,57�3.47�31

却�湧����������

�敖��卓慴��

������┩��������

兵�楴�慣瑯�������

呷楳瑩�っ�㌰㌉㈹�㈷

�湧��楮木┩��㌉���

��歩湧潮�〰び�����

楮潮���㌳���

Ign二tiOn10SS�17.99�18.06�19

表8モロショｰジュヌィ鉱床産石綿製の複紡石綿糸の

物理的･機械的性質

奡浮畭�爀

��癥湮����

����敲��

却�湧���

�����慴�攀

��湧���

兵�楴�慣瑯爀

呷楳瑩渡っ�

�湧��楮木┩

��歩湧��〰　

�楮��楮潮��爀

��瑩潮��

たて糸用19.5番よこ糸用19.5番

�

試験糸①試験糸②試験糸①試験糸②

��������

�〶��㈬��㈸

��������

�㈱������

�㈴�����㌀

���������

��������

���㈲�

����〶����〶

表9モロジ…一ジュヌィ鉱床産石綿製の石綿布AT-6の物理的･機械的性質

試験石綿布①

試験石綿布②

幅

(m皿)

��㌀

��㌀

!m2当り

の重さ

��

㌮㈰�

�㈰�

厚さ

�洩

��

㌮�

編み目規模1

たて糸i

���

���

よこ糸i

��

��

たて糸1よこ糸1糸きれ率

強熱減量

強さ1伸びi強さi伸び1たて糸1よこ糸

㌰�

㈸��

������㈰�〰��

㌸�������〵

��

��

第7図バｰム鉄道の一部はすでに開通した

(“今日のソ連邦"誌,1978,No.24)

屑繊緯の含有率が測定されAK種の場合として3.4%

という数値カミはじき出されている.前記バジェノボ鉱･

床の場合(1.9%)に較べるとこの値は相当高いもので

その原因は爽雑物の入り方にあると解釈されている.

次にテスト加工による製品の物理的および機械的匁

性質についてまとめられている一連の表(表7,表8,表9)

をかかげ検討に供したいと思う.

これらの試験に使われた石綿糸と石綿布は①が綿5.7

%AK種石綿32.3%Zh-1-50種石綿62.O%の混合原

料②が綿5.9%AK級石綿32.2%Zh-1-50級石綿

61.9%の混合原料によってつくられたものである.

ソビエトの温石綿の規格

いろいろな記号カミでてきた.まず温石綿の品種規

格としてソビエトカ淀めている記号を表示してみよう

(表10).

この表中のそれぞれの記号の意味は次の通りである.

AK一長繊維･塊鉱･剛性石綿

DV一長繊維･剛性石綿�
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表10商品温石綿の繊維保存程度による級･種区分名

級

伀

�

品種

剛性1半剛性

�

���　

����

���　

����

���　

���　

���　

����　

�����

倭㈭㌰

倭㈭廴

倭㌭�

倭㌭�

倭㌭�

倭�㌵

倭�㈰

倭��

倭��

倭��

倭��

軟性

�㌭�

���

���

���

���

��㌰

��㌰

��㈰

���

�㌷　

��　

��　

��　

表11標準箭

第1セット�1第�2�セ�ツ�ト

一�����

箭番号�����

一一■'L�｣の間隔(岬ユ管L叩竺･)����

1�ユ2.7�1-a�0.70��

���㈭愉���

㌉�㌵������

4�隙間なし�4-a�隙間なし��

■�����

表12地質解析用の筋の規格

筋番号�目の間隔�針金の直径��

�(㎜m)�(m皿)�地質的品種�繊維の平均の長さ

���洩

��伉�����

2�6.3�1.1�皿�12.0

3�4.0�1.O�皿�9.0

�㈮������

�����嘉㈮�

����㌉��　

7�0.25�O,17�珊�<1

1L■■■�■■■■■�■■⊥■�■■�

Zh一岡リ1陛二百糸島

PRZh一剛性一半剛性中間種の石綿

P一半剛性石綿

M一軟性石綿

K一室隙の多い軟性石綿

最初の数字一石綿の級値

2番目の数字一最低石綿織緯の当該級標準帯による残留

率(%)ただし7級と8級の場合は重量値

なお剛性半剛性軟性とは集合繊維の保存性の程度

を表現するのに用いられその程度が高い方を剛性と称

している由

鱗第8図

鰯バ～‡管誓鳩㌃㌶

���
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次に標準飾であるカミそれは表11のようになっている.

ソビエトではこの標準箭のほかに地質学上の解析用

に使う齢が別に定められている.その規格は表12の

通りである.

鉱床の将来性

今までの調査の結果によると母岩である蛇紋岩の表

面積は比較的小さいカミ石綿鉱体の北酉部は完全に潜頭

で鉱床が削剥されているのは母岩岩体の頂部だけであ

りしかも鉱体はその削剥頂部から深さ500-600mまで

追跡確認ずみである.したがって母岩岩体が比較的

小さいものであるわりには鉱床規模が大きい･埋蔵

鉱量そのものの値はまだ公表されてい狂いように見受け

るカミ修正係数を用い狂いで算定された石綿種別埋蔵量

(鉱量カテゴリｰC｡十C｡)は含有量百分率にしてAK-

I-0,361-O.22皿一〇.51AK一皿一1,091V-

O.84V-1.45M-3.36AK-M-6.74V皿一2.72

AK-W-9.46(%)である.

鉱床は今のところ未開発地域のただ中にあり夏の

間だけ主に飛行機という手段でしか出入りできない.

それでも机上の計算では本鉱床が繊維･織物用の石

綿に富んでいるため稼行の採算がとれることになって

いる･バイカルｰアムｰル鉄道(バｰム鉄道第2シベ

リア鉄道ともいう)が全線営業運転(1984年?)を始めれば

それが本鉱床にごく近いムｰヤ渓谷を通るだけに開発に

は有利でありさらにビチム川とチハ川の水力発電所系

列が完成すれば(1988年?)経済的に一段と好条件にな

る.

鉱床の水理地質条件は永久凍土カ溌達しているため

単純で複雑狂排水設備を要しない.

鉱床はすべて露天掘が可能である.地表下100mまで

の剥土指数は0.3-O.4それから500-550mまでは2.5

-4と推算されている.

本鉱床の将来性を左右する問題はもはや探査による

鉱量カテゴリｰのランクアップと鉱量増大にしぼられよ

う･その探査の重点は蛇紋岩岩体北西部の潜頭部分

探査法は深度100-150mの試錐が優先されるべきものと

思われる.

第9図

ゼｰヤ水力発電所のダム.完成すれば高さ114m長さ709m.

バｰム鉄道の電化をめざした一環である(“今日のソ連邦"誌,1980,No.2)

第10図バム鉄道路線図(黒く塗りつぶしてある区間はレｰルが敷設ずみ)

(原図:垂吟目のソ連邦"誌,1981,No.6)�


